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理事長発言要旨 

 

○ 本日、運営委員の皆様より、私が平成 29年 12月の運営委員会において、「平

均保険料率について、中長期で考える」と申し上げたことについての現状認識に関す

るご質問をいただいたので、私の認識を申し上げたい。まず、当時平均保険料率につ

いて中長期で考えると申し上げたことについては、間違っていなかったと思っている。 

○ 今回提示させていただいた今後の財政収支見通しの試算では、平均保険料率

10%を維持した場合であっても、数年後には単年度収支が赤字に転落する。2025

年には、団塊の世代がすべて 75 歳以上の後期高齢者になり、後期高齢者支援金

の一層の増加が見込まれ、また、2040 年には 65歳以上の高齢者人口が最も多く

なり、今後我々の負担する医療費は確実に増えていく。 

○ 一方で、現在の平均保険料率 10％は、保険料をお支払いいただいている事業主

及び被保険者の皆様の負担の限界水準であると認識しており、できる限りこの負担

の限界水準を超えないように努力することが必要であると考えている。 

○ また、保有する準備金の水準については、現在猛威を振るっている新型コロナウイル

ス感染症と同様、もしくはそれ以上の影響がある感染症が今後発生しないとは言え

ず、現在保有している約４兆 3,000 億円の準備金が本当に十分な水準であるかど

うかは一概には言えないと考えている。大きな金額ではあるが、仮に 4,000 万人の

加入者に一人当たり 10 万円分の医療費がかかったとしたら、すぐに吹き飛んでしまう

金額でもある。 

○ 私としては、制度の持続可能性の確保を図り、効率的かつ質の高い医療を実現す

るよう国に対して働きかけていくこと、事業主及び加入者の皆様と協力しながら、保健

事業に一層力を入れていくことによって、加入者の皆様が健康的な生活を送ることが

できるようにしていきたい。その結果、一人当たり医療費が増えないようになれば、でき

る限り長く、平均保険料率 10％を超えないようにすることができる。65歳以上の高

齢者人口が最も多くなる 2040 年に向けて、医療費適正化や健康寿命の延伸に

最大限保険者の役割を果たしながら、できる限り長く平均保険料率 10％を超えな

いよう努力していきたい。これが私の「中長期で考える」ことに関する現状認識である。 
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